 条例素案策定作業ならびに関連作業項目および日程に関して（提案）

Ｈ１８年６月１６日 （増田）

（はじめに）

・企画調整・渉外Ｇの機能、作業関連項目を中心に作業、検討事項を整理しスケジューリングした

・考え方は「鎌倉市自治基本条例素案策定活動計画のイメージ」（３月１５日）をベースに

した

・直近の作業をスケジュール化した。スケジュール表は別紙参照

１、策定作業の進め方、流れ、関連について   ７～８人 （スケジュール別紙参照）

―策定部会の立ち上げ、策定小グループ分け（８Ｇr）、全員何れかのＧrに参加、Ｇr長、副Ｇr長の選任、Ｇr長会議（策定委員会と称してもよい）を設定

注）・運営委員会の企画・調整Ｇrメンバーが８Ｇrに適宜配置される

・Ｇr長会議メンバーは第２期フェーズ以降は条文案策定の中核になる可能性あり

―自治基本条例の構成大枠を１０項目（テーマといってもいい）程度にしぼり、仮決めする。検討状況に応じて追加テーマあれば加える。

（項目 ５ 参照 。なお１３日全体Ｇr討議の意見や先のアンケート結果などは項目 ５の何れかに分類されます）

―策定作業は小Ｇr単位で検討する

―全Ｇrが１０項目全テーマを同じペースで検討する

―検討会と検討会の間にＧｒ長会議を開催、次回検討会の準備と前回検討会のまとめ作業（まとめ作業は中間、１期末もある）を行う。また必要に応じ作業の進捗、行政や議会など対外折衝、調査、調整にあたる。

―１回の検討会で２テーマ消化を目処にする（略３ヶ月を要する）。

―検討が遅れたＧrは別途（随時）個々に検討会を開催し、全体に進捗をあわせる

―検討会は基本的に全体が集まる日程（全体会）を予め決め、検討策定作業はＧr単位で行い、承認、報告事項は全体会に切り替えて全員討議とする。

―基本的には折衝、渉外、ＰＩ活動は市民、行政、議会に対しておこなうもので、何れもその材料が必要である。何らかの（中間のまとめ、１期のまとめなど）検討状況、結果をもって臨む事になるのでそのアウトプット作成が必要。但し検討過程での部分的な調査、打診程度のことはそこまでは必要ないかもしれない。スケジュール参照

２、パートナーシップ協定について  ４～５人
―たたき台作成と検討および折衝メンバーの選定

―協定は７月末行政との締結を目処に、スケジュール化する。

―締結にあたり会の代表が必要なことから、７月下旬（締結前）までに代表を選定するのが望ましい

３、勉強会・学習会について  ２～３人
―たたき台を作るメンバーを選任する。

―全員での勉強会・学習会の基本的事項を学ぶ期間は８月末をめどとする

―全体会日にあわせて開催、または別途日程をとることも考える

―何を勉強したらよいのかの項目整理および学習会、自己啓発用の推薦図書・資料の選定

４、学識経験者の選任について  ２～３人
―選任に必要な項目の検討と折衝、活用、登場場面の検討などのメンバーを決める。

５、テーマ項目 案

！）鎌倉市のめざすべき姿  理念、概念定義

２）自治の基本原則 （情報公開、共有、説明責任、地域コミュニテイ）

３）市民の権利と義務

４）市民参加、参画、協働 （政策形成、実行、行政評価 、Ｐ―Ｄ―Ｃ―Ａ ）

５）市長の役割、責務

６）行政の組織、機能、役割、責務

７）議会の機能、役割、責務

８）条例の基本的位置付け、あり方（最高規範性、改定、基本構想計画との関係）

９）直近鎌倉独自の取り組むべき基本条例等制度つくり（ex  まちづくり条例、住民投票条例、男女共同参画条例）

１０）その他（多様な主体との関係）

